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現
代
イ
ギ
ヲ
ス
紹
捕
倒
率
。
動
向

事

界

a息

j肯

現
代
イ
ギ
ワ
ノ
ス
経
済
事
の
一
動
向

問

芳

弘

口

「
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
守
護
附
鎌
」

d
w
m
J
E
5空
ピ
Z
P
4
E
E
L
-

g
g月
は
、
『
一
九
宜
一
年
の
精
神
』

(
H
Z
冨
自
己
主
活
白
ど
を
題
す
る

特
集
、
明
二
九
五
一
年
八
月
二
十
四
日
放
)
で
、
実
関
、
英
連
邦
時
間
圏
、

米
圏
、
リ
涯
と
そ
の
術
星
園
、
伸
、
伊
、
閣
、
問
、
南
米
そ
の
他
的
開
闘

で
川
版
さ
れ
仁
停
障
の
特
作
に
反
映
さ
れ
た
料
相
1
ζ

感
情
を
検
討
し
て
、

現
代
心
情
耐
を
賀
讃
的
に
把
極
し
土
う

E
す
忍
野
心
的
な
試
作
を
仔
つ

七
。
批
宵
料
撃
を
皐
ぷ
者
の
風
味
h

ぜ
ひ
〈
幾
つ
か
の
間
題
が
取
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
モ
り
中
か
ら
「
騨
済
思
想
の
傾
向
」

2
R
Z
m

。片岡山
E
E
E円、
3
0ロ
mE)
と
題
し
で
英
・
米
、
前
中
実
闘
の
塵
界
を
中
心

ι、
過
去
二
十
耳
間
に
あ
げ
る
糎
滑
墜
各
分
野
で
の
髭
展
と
最
証
的
一
問
題

鮪
ι
r
w
t
領
レ
よ
く
ま
と
め

t
現
代
締
情
閉
阜
の
展
望
を
選
ん
で
紹
介
し
よ
う
。

間
十
杭
の
イ
ギ
リ
ス
仁
古
付
る
締
情
塵
の
主
要
な
傾
向
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
結
論
を
先
取
す
る
な
ら
、
種
々
の
四
一
由
か
ら
、
こ
れ
は
即
座
に
は
容

第
六
十
九
巷

九

ブむ

第
一
二
一
説

え
難
い
問
題
で
あ
る
。
一
九
一
一

0
年
代
に
行
わ
れ
に
思
想
及
び
府
努
に
は

幾
つ
か
の
簡
単
に
見
分
け
の
つ
く
傾
向
と
い
う
も
の
が
あ
っ
じ
。
一
九
宝

0
年
代
の
初
頭
に
U
、
こ
れ
ら
白
思
想
の
い
く
ワ
か
白
傾
向
の
う
り
、
宙

局
ち
の
は
既
に
問
題
を
解
決
し
格
え
に
と
考
え
ら
れ
、
号
制
い
以
外
の
も
の

仁
於
て
は
、
省
時
批
判
的
立
場
に
あ
っ
亡
者
一
が
今
日
で
は
協
判
者
と
な
っ

て
布

b
、
耐
料
情
翠
い
か
数
歩
し
げ
L

い
る
む
か
、
後
堪
し
て
い
伯
叩
か
を
矧
る

事
は
、
現
荘
の
段
階
で
は
ま
f
附
難
な
駅
態
に
あ
る
。
仁
行
言
い
得
る
り

は
、
戦
後
、
か
つ
て
第
一
夫
大
職
後
に
も
そ
う
で
あ
っ
仁
様
に
、
関
心
が

一
部
は
現
賀
町
問
題
に
、
又
一
部
は
社
曾
拭
勢
の
艶
化
に
よ
っ
て
粛
さ
れ

忙
新
レ
い
論
黙
に
移
行
し
に
k
い
う
こ
と
で
あ
る
。
契
園
に
お
い
て
こ
白

傾
向
そ
助
長
し
七
の
は
、
戦
前
活
躍
し
仁
古
い
解
問
皐
岩
田
多
く
が
験
時

虫
賓
際
的
な
研
究
活
動
に
従
事
し
七
潟
、
己
の
械
な
考
え
方
に
新
し
い
閣

心
を
持
つ
に
至
ワ
亡
事
と
、
多
数
の
新
準
中
皐
岩
が
、
英
国
政
府
日
特
別

問
成
金
で
職
後
大
関
売
さ
れ
た
各
大
翠
の
職
員
に
加
え
ら
れ
、
昨
今
よ
う

や
く
そ
の
著
作
を
去
に
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
仁
こ
と
で
あ
る
。

一九三一

0
年
代
の
締
爾
墜
を
ふ

h
か
え
る
な
ら
、
毛
こ
に
は
一
一
一
つ
の
主

要
な
傾
向
そ
認
め
る
こ
と
が
問
来
あ
巴
第
一
に
は
、
景
気
循
識
の
原
因
、

貨
幣
債
値
の
鎚
瑚
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
温
相

解
消
活
動
・
麗
備
の
水
準
申
快
官
嘩
に
関
す
る
思
想
申
控
展
で
あ
る
。
英

国
に
於
て
は
こ
の
分
野
で
重
要
な
責
献
を
し
に
極
関
墜
岩
は
、
「
古
い
世



代
」
で
は
ケ
イ
ン
ズ
、
ピ
グ

l
、
ロ
バ

l
ト
ソ
ン
、
ホ

1
ト
ν
ィ
、
営
時

の
「
新
し
い
J

世
代
」
と
し
て
の
ハ
ロ
ヲ
ド
、
ヒ
ヅ
一
ク
ス
、
ヵ

uyy
ァ
、
ヵ

ν
ッ
キ
イ
、
ミ
ド
、
ロ
ピ
ン

y
y
夫
人
で
あ
b
、
ハ
イ
エ
ク
な
E
は
こ

の
研
究
の
本
除
と
は
孤
立
し
て
濁
自
申
思
想
を
民
闘
し
て
い
仁
。

第
二
は
、
個
別
的
債
格
の
決
定
仁
関
す
る
古
典
墜
抵
の
坦
論
の
琵
民
と

そ
の
精
密
化
で
晶
る
。
乙
白
研
究
は
限
界
収
餐
曲
線

3
4
H
n
E
Z唱
EH

R
Z
E何
2
2
m
)
と
い
う
新
し
い
分
析
道
具
の
索
出
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

に
が
、
こ
れ
仁
よ
っ
て
肯
典
塵
紙
が
通
常
仮
定
す
る
完
全
曲
阻
害
以
川
町
の
駅

節
目
分
析
を
も
非
常
に
特
H
剖
な
ら
し
め
仁
。
こ
の
研
裂
の
初
期
に
名
を
辿

ね
る
白
は
米
園
の
ヴ
ァ
イ
ナ

l
、
テ
ー
シ
パ
ジ
ン
、
要
閣
の
ロ
ピ
ン
ソ

y

夫
人
で
あ
b
、
ハ
ロ
ツ
ド
や
カ

l
ン
な

E
も
注
目
す
べ
き
貢
献
を
な
し
に
。

や
や
遅
れ
で
ビ
グ
[
が
こ
の
概
念
を
麗
民
さ
せ
現
買
に
路
用
し
仁
が
、
ス

ヲ
叩
フ
ァ
、
シ
ョ
ず
の
初
期
目
研
究
が
そ
の
根
本
的
基
礎
を
形
成
し
忙

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
線
に
沿
う
控
肢
は
二
重
の
成
巣
雪
収
め
得
に
。

(
一
)
債
椅
決
定
の
思
論
由
よ
り
幅
mv
闘
い
一
般
化
を
可
能
に
し
七
こ
と
。

色
は
や
完
全
競
宰
及
び
完
全
な
酒
占
E

と
い
う
一
一
つ
の
極
限
献
践
的
分
析
が

問
題
で
は
な
く
な
b
、
雨
極
限
切
聞
に
存
噛
す
る
院
汎
な
閉
隙
い
か
モ
の
手

仁
委
ね
ら
机
仁
。
(
一
一
)
経
済
理
の
諮
命
題
の
巾

E
れ
が
完
全
競
容
の
場

合
に
一
ゼ
け
置
し
〈
、

E
れ
が
一
般
的
仁
正
レ
い
の
か
や
見
わ
げ
る
己
と
を

一
府
梓
日
却
な
ら
し
め
仁
己
と
で
品
。
。

第
三
は
、
『
計
量
純
桝
塵
』

(
R
R
8
0目
見
ロ
E

J

ー
と
呼
ば
れ

ω
分
野
仁

お
付
る
霞
展
。
政
府
そ
の
他
の
研
究
所
が
漸
〈
多
量
に
提
供
し
得
る
よ
う

現
代
イ
ギ
u
p

ス
鱈
梼
革
泊
朝
向

に
な
っ
に
統
計
噴
耕
の
骨
折
、
及
が
健
動
に
及
ほ
す
種
々
な
原
因
の
相
罰

的
重
要
性
を
聞
か
に
す
る
統
計
技
術
の
農
民
で
晶
る
。
こ
の
分
野
山
先
駆

的
研
究
は
オ
ラ
シ
ダ
の
テ
ィ
ン
パ

l
ゲ
シ
、
ノ
ル
ウ
ェ
の

7
p
v
シ
ェ
、

ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ

y
y
そ
の
他
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
実
闘
で
は
ポ
ワ
り

1

貯
ラ

l
ク
、
ア
レ
ン
が
経
桝
現
象
的
~
計
量
化
仁
注
目
す
べ
き
貢
献
を
行
つ

亡
。
ヌ
タ
シ
プ
の
提
唱
仁
よ
b
ロ
ン
ド
ン
鰹
椀
乱
曾
研
究
所

(
Z
E自
己

F
Z
E
R
主
】

U
Sさ
E
R
E
b
ω
Z
E
岡
田
E
邑
M
)

で
も
職
府
中
の
始
ま
る

一
、
二
年
初
か
A
画
家
の
解
慣
同
題
を
解
明
す
る
儒
に
統
計
費
料
を
利
用

ち
る
と
い

4
閑
難
な
仕
事
仁
若
手
し
、
オ
ヅ
タ
λ

フ才

l
ド
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
、
マ
ヌ
チ
ェ
ス
タ

l
そ
り
他
の
大
事
で
も
同
様
な
問
題
を
統
計
畢
的

に
研
究
す
る
止
め
に
新
し
い
畢
部
が
創
設
さ
れ
に
。
し
か
し
計
量
斜
組
問
皐

の
成
果
は
主
と
し
て
鞍
後
に
開
花
し
わ
い
と
言
え
よ
う
。
乙
れ
は
一
部
は
鞍

時
中
に
政
府
の
統
計
問
題
を
取
扱
つ

r経
験
じ
よ
り
、
一
部
は
職
後
英
大

な
量
弘
統
計
資
制
軒
が
こ
れ
ま
忙
の
費
耕
仁
加
え
て
利
用
出
来
る
よ
う
じ
な

つ
仁
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

¥
 

勿
論
己
れ
ら
掛
還
の
蹴
し
い
傾
向
と
は
別
に
、
瞥
時
も
明
人
今
日

t
も、

非
常
仁
置
要
な
し
か
し
華
か
さ
の
少
な
い
研
究
が
槙
り
ら
れ
て
お

h
、
産

業
組
織
、
産
業
白
規
樺
の
致
刷
用
、
立
地
の
問
題
に
闘
-9
る
研
究
、
線
開
白

暦
史
的
援
民
の
解
明
と
い
う
撚
な
、
一
階
骨
の
折
れ
る
地
道
な
研
究
活
動

な
〈
し
で
は
、
新
し
い
理
論
の
形
成
も
即
日
誌
は
砂
上
の
楼
閣
に
す
ぎ
ぬ
で

あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
六
十
九
巷

第
一
二
一
腕

カa

九



現
代
イ
ギ
ヲ
ス
経
済
皐
の
動
向

以
上
一
九
三

0
年
代
を
嵐
い
七
三
大
傾
向
の
夫
々
に
泊
っ
て
、
一
九
五

0
年
代
白
現
有
、
嗣
脚
滑
車
は
ど
れ
に
吋
准
歩
し
七
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
の

傾
向
に
闘
し
て
は
、
イ
シ
フ
レ

l
シ
胃
ン
及
び
ヂ
フ

ν

シ
ョ
ン
白
問
題

の
緊
含
性
は
一
九
三

O
却
代
に
劣
ち
す
大
き
い
。
も
つ

E
色
、
念
を
要
す

る
問
題
由
重
朝
日
か
有
数
鴇
要
の
不
足
の
問
題
か

ι、
そ
の
過
剰
の
阻
止
と

い
う
馳
に
移
行
し
に
り
は
営
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
基
本
的
な
論
貼
は
同

一
で
あ
b
、
践
後
の
研
究
は
、
職
宰
勃
夜
営
時
麗
Z
れ
で
い
に
問
題
を
再

び
取
上
げ
仁
。
蜘
相
醐
問
問
世
論
白
こ
の
方
向
へ
由
設
展
の
す
べ
て
の
寒
礎
を
な

す
の
は
利
子
帯
決
定
の
理
論
で
あ
る
。
乙
白
分
野
で
最
も
激
し
〈
博
統
的

利
子
論
f
d
論
破
し
仁
の
は
『
一
般
朋
論
』
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
そ
の
人
で

め
っ
に
。
仁
が
ロ
パ
小
ソ
ン
な

E
は
彼
の
利
子
論
の
京
嘗
さ

T
認
め
守
、

こ
の
鼎
仁
就
て
の
論
唱
は
一
時
最
も
精
力
的
で
日
最
も
釘
烈
で
あ
っ
亡
。

し
か
し
現
在
で
は
、
実
障
で
の
こ
れ
ら
の
議
論
伴
、
完
全
な
書
籍
の
形
で

よ
b
も
、
主
と
し
て
教
室
や
雑
誌
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る

o
b
っ
と
も
、

ロパ

l
ト
ソ
ン
は
『
貨
幣
』
(
冨

sa)
に
加
え
ら
れ
亡
新
し
い
章
、
「
銀
行

政
策
と
債
持
水
準

E
F品
百
四

F
Z
4
m
E
F
5
戸
内
諸
島
)
目
新
し
い
序

文
及
び
『
最
筑
鑓
動
の
研
究
』
(
〉

E
E判
え
『
昔
号

E
E宮
E号
。
白
)

複
刻
版
に
於
て
、
彼
自
身
の
凪
想
。
一
部
を
改
め

τ措
ベ
で
い
る
。
こ
の

品
河
野
に
お
け
る
問
題
を
一
般
的
仁
取
扱
お
う
と
す
る
故
後
日
試
み
の
中
、

最
も
章
要
ゼ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
『
賞
気
循
環
論
』
(
〉
の

S
5吉
宮
ロ
向
。

第
六
十
九
春

カA

回

第
一
二
一
揖

大A

凶

岳
町
叶
V
2
4
。『

F
O
吋

za
旬。
τ-a)に
お
け
忍
ヒ
ッ
ク
ス
り
す
内
、
札
亡

数
墜
的
分
析
で
あ
ち
、
叉
特
定
の
部
分
に
つ
い
て
の
工
b
限
定
さ
れ
化
研

究
と
し
て
は
シ

t
t
E
R
E
o
の
『
解
消
墜

2
付
る
理
想
』

吉
宮
E
E
E
開
2
5
s
s
u
r注
目
に
債
す
る
も
白
と
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
枇
曾
欣
勢
町
饗
佑
は
多
〈
申
経
済
事
者
を
し
て
再
び
「
完
全
庸
傭
」

自
問
題
に
目
志
向
吋
さ
せ
士
。
-
九
三

0
年
代
仁
は
、
英
閣
は
完
全
履
備

の
注
成
骨
め
吉
し

t
。

九

宝

0
年
代
仁
は
そ
の
誇
張
さ
れ
に
燥
コ
一
青
か
ら

の
が
れ
仁
い
と
の
ぞ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
の
傾
向

ι泊
う
冊
目
民

と
し
て
三
つ
目
新
し
い
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
(
一
)
完
全
面
開

備
に
闘
す
る
諦
宰
黙
の
多
〈
が
経
済
的
進
歩
的
問
論
γ
と
し
て
的
動
皐
と
如

何
に
密
接
な
闘
係
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
究
第
に
聞
か
仁
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
盟
論
的
著
作
目
中
で
は
ρ

ロ
ッ
ド
の
『
動
脂
綿
隣
墜
へ
』

2
0
3
E
m

m
切
言

Edo
同

E
E目
5
)
及
び
ケ
ァ
ス
テ
ィ
ッ
ド
開

E
再
生
ゐ
『
解
済

礎
動
理
論
』
(
叶
Z
4
F
2
4
。再開

S
E目
r
n
v
E問
。
)
が
傑
れ
仁
も
の
ー
と

認
め
ら
れ
て
お

b
、
ク
弓
ノ

l
グ
の
『
閥
抗
間
前
進
歩
由
諸
傑
件
』
(
吋
『

F
P

書
伽
自
国
主
肘

2
5
E
n
p品
Em)
り
新
版
も
持
H
世
ひ
い
て
い
る
。

c
z
国
際
経
済
政
策
、
ど
園
際
収
支

t
の
密
接
な
闘
係
が
明
隙
に
な
っ
て

来
に
こ
と
。
こ
の
方
向
の
研
究
と
し
て
ミ
ド
の
『
関
際
収
支
1
1
l
国
際

組
消
政
策
の
理
論
第
一
巻
』
(
目
的

E
自
由
。

E
4
E
E
T吋
rLY

E-zpgEtcp巳
同
0
8
0自民

E
Z〈
。
こ
)
は
傑
作
と
い
う
に

ふ
さ
わ
し
く
、
末
ゼ
覧
全
な
反
響
が
現
れ
工
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
明
か

第
一
級
の
軍
要
さ
を
持
つ
も
の
忙
と
言
わ
れ
て
い
る
。
年
刊
『
経
師
情
勢
』



(
開
。
ョ
。
国
同
町
田
口
同
百
三

l
l実
園
の
み
な
ら
主
主
欧
に
つ
い
て
あ
て
ネ

1
V
の
献
納
纏
捕
問
委
員
曾
(
同

B
g
E
n
F
E
E
Z
E
Z
F
5官
)
か

ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
ー
ー
は
こ
の
黙
の
知
識
を
加
え
、
思
想
を
刺
戟
す
る

上
に
貢
献
す
る
所
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
『
ド
ル
危
機
、
そ
の
原
因
と
針

策』

(
E
Z
2
2
3
P
E
E
P
Z
)
に
お
り
る
パ
ア
ロ
ア
出
畳
間

V

由
精
力
的
持
論
は
、
イ
ン
フ

ν
舎
四
時
惜
し
つ
つ
将
湾
活
動
を
高
水
準
に
維

持
す
る
世
帯
と
、
自
由
主
掩
線
済
政
策
と
が
岡
立
す
る
か
と
い
う
非
常
に
重

要
な
論
結
を
浮
び
上
ら
せ
た
。

こ
れ
ら
三
つ
目
新
し
い
謎
民
方
向
は
必
然
的
に
第
三
白
方
向
に
遇
炉

る
。
(
一
一
一
)
高
度
の
締
済
活
動
及
び
イ
ン
フ
レ
り
摩
力
目
下
に
あ
る
世
界

に
於
で
計
賓
の
占
め
る
位
置
如
何

t
い
う
問
題
で
あ
る
。
「
レ
ッ
宅
・
フ

ェ
ー
ル
の
hw
ネ
ザ
サ
ン
ス
」
は
ハ
イ
エ
ク
白
『
隷
従
へ
の
道
』
(
問
自
色

古
田
2
片品。
E
)
に
よ
っ
て
口
火
を
き

4
れ
七
日
炉
、
最
廷
で
は
、
こ
の
凡
す
野

叩
著
書
は
は
っ
き
り
し
に
政
治
的
色
彩
を
帯
び
て
来

t
。
ジ
ュ

l
ク
ス

v
z
a
の
『
計
曹
に
よ
る
試
練
』

(
D
a
g
-
S
E
E旨
巴
そ
れ
に
槙

く
ハ
ロ
ッ
ド
の
二
者
(
〉
司
己
一
量
角
田
白
骨
匡
官

ERamp司
吋
及
所
〉

E

F
H同
P
2
E
)
ウ
ィ
ル
ス
ン
ヨ

Hmg
の
『
現
代
資
末
主
義
と
抗
肯

的
進
歩
』
(
旨
邑

n
E
F官官]何回
E
E仏
∞

2
5
H
F晶
岡
田
山
〉
が
そ
う
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
手
に
な
ゐ
プ
レ
イ
デ
イ
盟
主
司
自
『
嘆
園
町
危
機
』

(
P
E凶

E
F
E
E
)
J
り

l
ド
・
エ
リ
ス
出
。
項
目
色
開
呂
田
の
『
白
自
由

経
済
摩
』

2
Z
F
S
E
E
h
:時
間
日
品
。
与
の
二
着
は
公
然
に
る
政
治

色
は
な
い
が
、
嘆
園
の
祉
骨
問
主
義
的
制
度
。
若
干
の
賭
に
閲
す
る
そ
の
測

現
代
イ
ギ
リ
ノ
ス
棋
潜
皐
の
動
向

噺
は
、
英
園
人
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
閣
断
的
ピ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
る
様

で
あ
る
。
実
園
ヤ
は
、
。
師
世
相
開
計
重
心
提
唱
者
向
争
く
が
政
府
の
要
職
に
つ

い
て
い
る
事
仁
色
よ
っ
て
、
計
聾
に
つ
い
て
の
適
切
で
構
成
の
あ
る
癖
闘

が
な
さ
れ
て
お
ら
子
、
向
か
に
ダ

l
lピ
シ
ロ
え
百
の
遺
稿
『
経
済
計
置

の
諸
問
題
』
(
司
王
宮
耐
え
同

2
5
5
]自
E
U
閥
)
及
び
古
イ
ス
『

5

の
『
締
済
計
賓
の
諸
原
理
』

q
z
F
E
M
-
-
Z
E
E
E
o
E
B
M
M
a
)

U
Y
或
枠
度
こ
り
バ
ラ
ン
ス
を
と

h
も
E
す
の
に
設
立
う
て
い
る
。
最
近
日

E
m
究
り
中
で
は
さ

l
ド
白
小
著
『
鰹
梼
計
重
と
債
持
機
構
』
(
型
自
国
甘
拘

E
仏
手
何
回

VEFO
冨

RrEZE)
が
慣
重
な
畢
問
的
態
度
を
維
持
し
て
い
る

と
言
い
得
る
唯
一
の
も
の
B

と
さ
れ
て
い
る
G

四

一
九
一
ニ

0
年
代
に
新
し
い
分
析
澄
具
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
に
不
完
全
競

争
の
理
論
及
び
慣
傾
論
的
精
僻
化
に
闘
す
る
研
究
は
今
日

τは
殆
ど
行
詰

b
に
蓮
し

τい
る
。
主
要
な
舶
は
一
九
三

0
年
代
に
既
に
論
じ
寵
さ
れ
、

そ
白
成
果
は
堅
生
の
教
科
書
白
中
に
次
々
と
利
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
勿
論
尚
一
目
前
の
精
密
化
音
符
う
可
能
性
は
残
さ
れ

τお
b
、
毛
の

幾
仕
か
は
ヲ
ヰ
シ
パ

ud
ン
そ
白
他
白
人
々
に
よ
っ
て
侍
さ
れ
つ
つ
め
る
。

小
数
の
寅
b
手
、
買
い
手
の
理
論
も
未
亡
最
格
的
精
末
が
つ
い
で
お

ι

子
、
殊
に
一
九
=
一

0
年
代
に
領
期
白
問
題
、
及
び
一
段
的
に
時
間
要
素
に

就
て
考
え
ち
れ
に
こ
と
り
多
〈
は
今
宵
以
完
全
に
は
公
け
に
さ
れ
で
い
な

い
。
こ
の
分
野
に
於
て
ア
ン
ド
り
ュ

l
ウハ〉
E

仏
54m
は
『
生
産
企
業
一
』

第
六
十
九
巻

九
五

第
一
二
一
統

九
五



現
代
イ
ギ
リ
ス
純
済
事
の
動
向

E
E
Z
E
E品
開
ロ
白
書
m
m
)

で
、
債
格
固
定
櫛
構
を
品
川
析
す
る
に
必
誌

な
す
べ
て
の
技
術
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
試
み
号
行
つ
に
。
彼

と
三

O
却
代
の
著
書
と
の
論
期
の
根
本
的
相
逗
は
、
企
業
岩
活
動
の
合
理

的
説
明
が
、
企
業
者
自

ιが
自
分
の
行
っ
て
い
4
0

事
に
つ
い
て
口
仁
し
叉

信
じ
て
い
る
所
と
必
十
一
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
儲
で
あ
る
。

英
国
で
は
大
産
業
白
多
く
い
か
園
有
化
さ
れ
仁
属
、
園
有
害
問
業
mw
行
っ
揮

想
的
援
措
固
定
政
策
仁
つ
い
て
の
関
心
が
著
し
く
高
ま
つ

t
。
し
か
し
、

そ
の
貼
の
研
究
は
街
雑
誌
論
文
白
形
で
盟
表
さ
れ
る
段
階
で
ゐ
h
、
ル
ゥ

イ
ス
の
『
間
接
費
』

(
C
4
q】
一
回
日
仏
門
色
即
時
m
)

中
の
論
文
な
E
は
昨
日
ず
べ
き

思
少
な
い
例
外
で
晶
る
の

五

エ
コ
ノ
メ
ト
ワ
ッ
ク
ス

計
量
経
商
塵
の
研
究
は
す
ば
ら
し
い
設
展
過
料
仁
あ
る
と
言
え
よ

う
。
そ
の
研
究
活
動
は
二
大
グ
ル
ー
プ
に
分
り
る
こ
ー
と
が
出
来
る
。
新
し

い
統
計
墜
的
分
析
誼
具
を
謹
展
さ
す
こ
と
ド
従
事
し
て
い
る
人
々
と
、
そ

由
道
具
昔
、
利
用
し
得
る
ヂ

1
9
に
旭
川
し
よ
う
と
す
る
人
々
で
め
る
。

特
に
前
者
は
全
〈
の
専
門
家
官
あ
b
、
そ
り
文
献
は
宇
一
と
し
て
専
門
の
雑

誌
仁
接
表
き
れ
る
。
門
外
漢
仁

E
っ
て
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
分
析
道

具
を
巧
妙

rnる
こ
と
仁
吋
に
よ
っ
て
、
統
計
資
料
白
不
境
査
さ
や
、
何

ら
か
の
方
法
官
経
験
に
照
ら
し
て
問
題
を
解
明
す
る
事
が
出
来
な
い
と
い

う
難
姑
、
及
び
鑓
動
に
及
ぼ
す
多
〈
の
原
閃
を
椴
置
す
る
こ
と
の
困
難
さ

な
E
と
い
う
側
面
を
克
服
し
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
析
事
也
具

第
六
十
九
巻

第
一
二
一
腕

九
六

九
六

の
最
ち
良
い
試
金
石
?
と
な
る
の
は
A
7
後
も
引
綬
き
そ
れ
ら
を
使
用
レ
、
又

そ
札
に
よ
っ
て
更
に
勝
報
の
晴
朗
怨
を
立
て
て
み
る
こ
と
で
晶
る
。
英
国
仁

お
い
て
計
量
鰹
開
血
半
世
現
賓
の
附
題
じ
適
用
し
よ
う
!
と
す
る
最
初
回
重
要

な
企
て
の
一
部
で
め
る
「
一
九
一
九
三
入
年
度
英
園
闘
民
所
得
の
研
究
し

は
、
ス
ト
ー
ン
書
。

E
と
そ
の
協
約
者
の
手
に
よ
っ
で
ロ
ン
ド
シ
樫
済
位

曾
研
究
所
及
び
ケ
y
プ
リ
柿
ジ
大
壁
際
用
締
縮
問
畢
部
の
求
め
仁
感
じ
て
完

成
さ
れ
仁
。

こ
の
計
量
続
憐
撃
の
研
究
に
闘
喝
し
立
杢

t
新
し
い
方
法
仁
よ
っ
て

将
帥
撃
の
問
題
を
取
扱
お
う
と
す
る
刺
戟
的
な
試
み
が
ア
メ
リ
カ
の
ノ
イ

マ

y
Z
2
5自
国
と
モ
ル
ゲ
シ
ス
タ
ン
冨
C
品吉田向。

E
仁
ょ
っ

τ行
わ

れ
に
。
『
F
l
ム
白
理
論
』
(
司
宮
吋

V
2
4
a
p見
m
S島
町
言
。

-EO

F
v
g
Eユ
が
そ
れ
で
あ
b
、
個
人
が
旦
己
の
利
盆
と
な
る
様
に
そ
の
立

ヨ
ウ

f
q
シ
ヨ
シ

場
及
び
戦
時
世
改
め
よ
う
と
J
る
際
仁
結
ぶ
『
結
托
』
の
仕
方
を
研

究
し
よ
う
と
す
る
白
で
あ
る
。
彼
ら
が
刺
戦
し
に
闘
心
は
英
図
で
も
摘
が

り
つ
つ
あ
る
が
、
問
題
は
、
経
済
的
競
宰
仁
お
い
℃
関
係
者
の
敷
が
、

目
、
五
人
以
上
に
な
っ
に
場
合
仁
は
、
そ
れ
が
適
用
出
来
る
か
と
い
う
貼

で
品
る
。
十
人
の
関
係
者
で
さ
え
、
彼
ら
が
と
り
得
る
塗
は
拍
八
ど
十
高

以
上
に
な
る
と
い
う
事
が
、
或
る
書
許
で
指
摘
占
れ
て
い
る
の
で
め
/ω
。

大

問
題
的
重
離
が
組
え
す
嬰
り
し
か
も
新
し
い
問
題
が
弐
々
、
と
起
る
、
こ

の
鐙
動
極
b
な
い
世
界
田
中
仁
あ
っ
て
、
過
去
巴
偉
大
な
人
々
な
ら
、
何
を



輯
語
阻
'
り
り
得
る
ピ
ろ
う
か
と
い
う
事
h守T
知
ろ
う
と
す
る
白
は
嘗
然
T
品
ろ
う
。

山
ロ
“
ツ
ア
ド
由
『
ケ
イ
y
f
申品牛『涯』

(
J吋『司匝μ昆α

】口じμ向『pn
。邑向『
7。
r回
=
戸
44『『一E
国

E胸日吋丘仏

阿

m4吋凶目
拘

a旦刷ι)
と
ス
雪
フ
ア
繍
纂
『
り
カ
l
刊ド
rL才の
晴
蒋
#
性
及
び
書
筒
集
』

(3↓日z
F百m
 

A

垣，宅〈
σ耳吋

r
白門仏凶門。骨内日目自m
司唱。悶
E白自
2
。え『巴F釦一

ιわ
れ
Lを
，
し
」
言
え
る
。
ケ
イ
シ
ザ
ズ
を
無
観
し
て
イ

γ
フ
レ
、
デ
フ
レ
申
問
題

を
論
争
る
こ
と
は
由
来
十
、
り
カ

l
ド
ォ
を
想
起
す
る
こ
と
な
〈
し
て
殻

物
の
宵
僧
絡
の
問
題
骨
考
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
晶
る
。
現
代
白

縮
静
岡
寸
は
摂
閥
的
に
は
極
め
て
精
密
ド
な
旬
技
術
的
に
は
著
し
い
箆
展
骨

、
と
げ
土
。
し
か
し
こ
れ

ιす
べ
て
の
技
術
的
準
歩
仁
も
拘
ら
ず
、
苔
む
し

ろ
そ
の
↓
た
め
に
こ
そ
、
現
賀
の
問
題

ιつ
い
て
、
経
済
塵
が
、
惚
詮
す
る

事
が
で
事
互
つ
測
定
可
能
な
概
観
悶
子
か
ら
一
定
の
関
結
を
正
確
に
晴
朗
知

し
得
る
様
な
吠
蹟
に
到
達
し
う

ιに
は
い
止
官
痘
か
に
謹
い
と
h
う
事
を

す
ヲ
テ
イ
カ
ル
エ
ヨ
ノ
ミ

i

反
省
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
科
単
に
は
い
ま
筒
、
多
〈
の

叡
智
k
酬
明
断
と
そ
し
て
世
間
が
必
要
で
あ
る
、
唱
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

七

以
上
は
解
消
事
じ
閲
し
て
何
ら
の
専
門
的
知
識
を
も
有
き
な
い
一
股
知

識
人
を
開
象
と
し

τ、
経
済
墜
の
最
近
の
傾
向
と
そ
申
問
題
由
要
黙
の
概

観
hr
興
え
る
た
め
ド
書
か
れ
七
色
の
で
あ
b
、
も
と
よ
り
各
問
題
の
立
入

つ
七
解
明
者
望
む
ベ
〈
も
な
い
。
著
書
の
形
で
会
じ
さ
れ
七
も
の
守
素
材

と
し
て
い
る
七
也
、
雑
誌
論
文
白
形
で
行
わ
れ
た
重
要
な
貢
献
で
看
過
さ

れ
て
い
る
も
り
が
占
っ
て
も
叉
止
む
T
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
査
時

現
代
イ
ギ
9
ヌ
艇
摺
盟
申
界
。
苛
向

と
し
て
極
的
で
明
臓
で
あ
り
、
し
か
も
問
題
の
需
品
h
晶
げ
方
に
於
て
も
決

い
で
益

E
ぎ
を
失
っ
て
お
ら
歩
、
ぞ
の
背
後
に
長
い
儒
統
舎
も
つ
堤
関
鶴

間
塵
界
り
偶
査
な
判
断
を
〈
み
と
る
こ
と
炉
問
来
よ
う
。
専
門
家
と
し
ナ
一

の
瞬
間
車
岩
に
と
っ
て
も
、
数
多
〈
刊
行
さ
れ
る
紹
市
内
閣
早
白
諸
著
作
に
掛

す
る
一
つ
の
静
償
却
仕
方
と
し
て
関
味
が
め
る
か
も
知
れ
阻
し
、
胆
論
が

高
度
に
精
需
化
し
た
結
果
、
間
関
度
に
専
門
化
し
、
分
業
化
し
つ
つ
あ
る
樫

開
堕
申
中
仁
品
つ
1
、
迂
濯
な
理
論
の
迷
路
に
さ
主
よ
い
こ
ん
で
解
潤
翠

圭
鵠
の
見
涌
し
を
見
失
わ
ぬ
R
め
の
反
省
に
も
、
と
の
僻
観
的
な
同
開
問
愚

見
取
闘
が
、
一
片
の
堤
内
問
主
し
て
、
幾
分
か
の
押
舗
を
呆
し
得
る
か
も

知
れ
ぬ
と
芳
ぇ
、
敢
て
こ
こ
じ
比
較
的
詐
細
に
招
介
し
む
わ
け
で
あ
る
。

(
一
九
五
一
・
一
一
・
一
五
)

第
六
十
九
巻

ブL

t 

解

説

九
七




